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丹沢 尺里から高松山 Ｎｏ．０２７ 

 

同期で会社に入った辻元が大阪へ転勤することになった。互いに山歩きは嫌いではない、ならば丹沢でハ

イキングでもしながら送別会でもするかということになり、同じ課の村越を含めて三人で出かけた。 

 

昭和 39年 2月 23日 

小田急線で新宿駅を６時３５分に出発。新松田駅に７時５０分着。水を汲んで８時に出発。 

御殿場線と並走する国道を西へ、尺里（ひさり）の集落に９時に到着。ここから北へ沢沿いの道に入り 

尺里峠（537ｍ）へ。そして稜線沿いに北西に登っていけば高松山山頂（801.2ｍ）。 

時計を見ると１１時、わずか三時間の行程で山頂まで来てしまった。 

うす曇りの天気で素晴らしい景色などまったく得られず、雲の切れ目に箱根外輪山が白く雪をつけていたこ

としか憶えていない。この山には雪はほんの少しだけだったが、丹沢の主稜線にはかなりありそうに見えた。

富士山を見るのには絶好の場所として選んだ山行だったが、残念な結果に終った。 

頂上の誰もいない静かな場所で焚き火にあたりながら昼飯と雑談を楽しんだ。 

たっぷり休憩時間をとって、１３時２０分に下山開始。 

山北駅１４時４０分。御殿場線で一駅乗って新松田から小田急線で帰った。 

実に安上がりな送別会だった。 

 

辻元とは後にも先にもこれ一度しか山歩きをしたことがない。彼も定年退職後、先に逝ってしまった。 

以上 

 
（修正・更新：２０２３年１０月） 


